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自己紹介 

伊坪徳宏 (いつぼのりひろ)

• 東京都市大学（旧 武蔵工業大学）環境学部教授、
同大学院環境情報学研究科長

• 1998年東京大学工学系研究科材料学専攻修了卒
業、博士（工学）

• 1998年から社団法人産業環境管理協会において
経済産業省LCA国家プロジェクトでライフサイ
クル影響評価手法を開発、2001年から産業技術
総合研究所において環境影響評価手法LIMEの開
発と産業界への応用研究に従事。

• 2005年から東京都市大学（旧 武蔵工業大学）環
境情報学部准教授、2013年から環境学部教授、
2016年から同大学院環境情報学研究科長。

• 専門分野：LCA (ライフサイクルアセスメント)、
環境科学、環境影響評価、環境経済評価

• 産業技術構造審議会低炭素部会自動車WG議長、
エコマーク審議委員会委員長、日本LCAフォー
ラム企画委員長、日本LCA学会理事、IPBESス
コーピングエキスパートグループメンバー



アップルのScope3

再エネの利用
低炭素材料

効率の改善

SCOPE3

SCOPE1 SCOPE2 出張 生産 使用 輸送 EoL

削減分

サプライヤに求められること
削減貢献量(実態、参照)
毎年のデータ提供、できればリアルで
二次、三次ｻﾌﾟﾗｲﾔのデータ
保証



講演内容

• LCAの意義
• SDGsの目標設定、経営統合

• LCAの実施方法
• 国際規格

• インベントリ分析 (積み上げ法、原単位法)

• 影響評価

• 今後の展望
• カーボンプライシング

• 自然資本、生物多様性



多様な環境影響を経済指標で評価

環境学部
伊坪徳宏教授

➢ 気候変動の経済評価 ：カーボンプライシングが注目
➢ 水、生物多様性、資源消費など多岐に分かれる環境

影響を経済評価 (経済産業省(1998-2003)、NEDO 
(2003-2007)、内閣府(2009-2013)、環境省(2014-2019))

➢ 日本企業による評価事例約500件 (東芝、トヨタ、電
通など)



タグ付け

自社が
どの問題の解決に貢献するか

社会にとって
どの問題をどのようにして解決するか

→ ビジネス
マッチング



リンク

SDG_Compass_Japanese.pdf


ステップ1
SDGsを理解する

ステップ2
優先課題を決定する

ステップ3
目標を設定する

ステップ4
経営へ統合する

ステップ5
報告とコミュニ
ケーションを行う

国連グローバルコンパクトSDGsコンパス

LCA



ステップ1 

SDGsを理解する

2010年

730億トン 再生2割以下

化石燃料補助金

SCにおけるフードロス

79ヵ国が復興
予算にSCP政策

資源フット
プリント

リンク

Link

2017年

860億トン

電子廃棄物
38%増

The-Sustainable-Development-Goals-Report-2021.pdf
https://www.un.org/sustainabledevelopment/water-and-sanitation/


ステップ2 

優先課題を決定する

原材料 調達物流

操業

販売

使用

廃棄

目標11 目標12

目標13 目標8 

目標6 



原材料→物流→生産→使用→廃棄

紙 プラ

40 % 60 %

ライフサイクル

ステップ2 

優先課題を決定する



おむつのカーボンフットプリント

焼却

原材料生産

焼却処分

ステップ2 
優先課題を決定する



ステップ3 

目標を設定する

インサイド・アウト

アウトサイド・イン



鹿児島県志布志市の課題

https://www.unicharm.co.jp/ja/company/news/2016/1205007_3942.html

➢ 焼却処分場が無く、廃棄物は埋立処分。
➢ おむつの処分に課題
➢ 自治体との連携による実証試験

ステップ3 
目標を設定する



15

実証実験プラント（鹿児島県志布志市）

Ⓐ使用済み紙おむつ
の投入～Ⓑ破砕

Ⓒ洗浄・
分離

Ⓓ洗浄・
分離

Ⓔ洗浄・
除塵

回収プラ
スチック

Ⓗオゾン
処理

Ⓘすすぎ・
脱水

Ⓙ上質
パルプ

Ⓖ低質
パルプ

Ⓚ含水
SAP

Ⓕパルプ
分離

使用済み紙おむつリサイクル

ユニ・チャーム社提供

file:///C:/Users/Norihiro ITSUBO/発表_2021/210723_カーボンニュートラル教材/191017志布志設備.mp4
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リサイクル処理(R-1)によるGHG排出量は、

焼却処理(B-2)に対し、約4割削減することがわかった。

（紙おむつ1枚あたり）

埋立 焼却 再生(旧) 再生(新)

再生効果
パルプ、SAP、RFP

材料

廃棄

Itsubo et al. (2020) Life Cycle Assessment of the Closed-Loop Recycling of Used Disposable Diaper Resources, 9, 34

再生

使用済み紙おむつリサイクルによる
CO2削減効果

焼却 再生



ステップ4 

経営に統合する



東京都と実証事業
ステップ4 
経営に統合する



配送の改善
ステップ4 
経営に統合する



導入先の発掘
ステップ4 
経営に統合する



ステップ5

報告とコミュニケーションを行う



科学的な
エビデンス
を開示する

気候変動

土地利用

水消費
再生

焼却

埋立

再生

焼却

埋立

再生

焼却

埋立

➢ 産学共同研究
➢ 気候変動に加えて水と土地の影響

軽減に寄与
➢ 外部への説明資料

ステップ5
報告とコミュニケーション
を行う

Itsubo et al.(2020) Resources 9,34 



論文の閲覧件数

4,000件





同時解決性

12 持続可能な
生産と消費

12 都市

13 気候変動

14 海洋

15 陸域

6 水

8 働きがい

9 イノベーション



コレクティブ
インパクト

環境省

東京都

志布志市

志布志市



コレクティブインパクト

• Common Agenda 共通する議案

• Shared Measurement 評価シス
テムの共有

• Mutually Reinforcing Activities
相互の活動による強化

• Continuous Communication 継続
的な交流

• Backbone Organization 活動を支
援する組織Kania & Kramer (2011) Collective Impact, 

Stanford social innovation review 



LCA (ISO14040)と主な方法やDB

• ライフサイクル
思考

• 環境に注目

• 機能単位

• 繰り返し

• 透明性

• 包括性

• 科学的アプロー
チを優先

目的と調査範囲
の設定

インベントリ
分析 (CO2, NOx, 
土地, 水, 森林
等)

影響評価 (気
候変動, 生物
多様性等)

解釈

活用

LCAの枠組4.1Principles of LCA



LCAの活用例

気候変動

水消費
土地利用

廃棄物

富栄養化

製品情報開示

SCOPE3

環境フットプリント
開示義務化

全ての電池でCFP開示義務化

材料

再生

使用

包装・輸送

生産



本日の講義内容

• LCAの意義
• SDGsの目標設定、経営統合

• LCAの実施方法
• 国際規格

• インベントリ分析(積み上げ法、原単位法)

• 影響評価

• 今後の展望
• カーボンプライシング

• 自然資本、生物多様性



LCA (ISO14040)と主な方法やDB

インベントリ、

Impact world+、

目的と調査範囲
の設定

インベントリ
分析 (CO2, NOx, 
土地, 水, 森林
等)

影響評価 (気
候変動, 生物
多様性等)

解釈

活用

➢ CFP, WF, 環境フットプ
リント

➢ SCOPE3、組織評価
➢ 環境会計、環境効率
➢ 経済評価、費用対便

益分析

➢ Recipe2016 (ｵﾗﾝﾀﾞ)
➢ EPS2015 (ｽｳｪｰﾃﾞﾝ)
➢ LCImpact (欧州)
➢ Impact world+ (北欧)
➢ LIME3 (日本)

➢ Ecoinvent (スイス)
➢ ILCD, ELCD (欧州)
➢ IDEA (産総研)
➢ 3EID, GLIO (環境研)

インベントリ
データベース

影響評価手法 応用手法

LCAの枠組
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